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参加園参加園

参加人数参加人数
１２7園１２7園

19,736名19,736名

　

第
二
十
五
回
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県
（
公

共
施
設
美
化
十
万
人
運
動
）
が
、
十
月

十
三
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
三
日
（
土
）

の
三
週
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
と
栃
木

県
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
共
催
し
、
園

児
・
保
護
者
・
教
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て

地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
、「
家
族

の
あ
り
方
」「
環
境
」「
公
共
心
」
な
ど
に

つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
、
毎
年
こ

の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
活
動
で
す
。

　

平
成
最
後
と
な
る
今
回
も
、
県
内
の
身

近
な
公
共
施
設
を
中
心
に
、
ゴ
ミ
や
空
き

缶
拾
い
・
草
取
り
・
落
ち
葉
拾
い
等
に
、

県
内
の
多
く
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

環
境
美
化
に
取
り
組
む
園
児
達
。
そ
の

小
さ
な
手
で
集
め
て
く
る
量
は
わ
ず
か
ず

つ
で
す
。

　

し
か
し
、落
ち
葉
一
枚
拾
え
ば
一
枚
分
、

確
実
に
栃
木
県
が
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
手
で
力
を
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で

ゴ
ミ
を
集
め
る
と
そ
れ
な
り
の
量
が
集
ま

り
、
栃
木
県
を
、
い
や
日
本
を
、
大
袈
裟

に
言
え
ば
世
界
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

　

集
め
た
ゴ
ミ
を
前
に
物
知
り
顔
の
年
長

さ
ん
が
、
空
き
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
仕

分
け
た
り
、
落
ち
葉
と
紙
ゴ
ミ
、
小
石
な

ど
を
分
別
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

幼
児
で
さ
え
分
別
収
集
を
当
た
り
前
に

こ
な
す
な
ん
て
、
普
段
か
ら
家
庭
で
も
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
表
れ
。
関
心

の
高
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
自
ら
進
ん
で
汗
を
流
し
（
主
体

　ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

　ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

第25回第25回

平
成
三
十
年
十
月
十
三
日
（
土
）〜
十
一
月
三
日
（
土
）

各
園
の
取
り
組
み

各
園
の
取
り
組
み気持ちの良い晴天の中で実

施できた。
最寄りの公園までの道路周
辺のゴミ拾いをした。

 

宇
都
宮
地
区  

認
定
す
ず
め
こ
ど
も
園

期　

日　

十
月
三
十
一
日
（
水
）

場　

所　

な
か
よ
し
広
場

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　
　
　
　

百
七
十
八
人

 

芳
賀
地
区  

高
ノ
台
第
二
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
一
日
（
木
）

場　

所　

幼
稚
園
周
辺
道
路
か
ら

　
　
　
　

西
郷
第
二
地
域
運
動
公
園
ま
で

参
加
人
数　

教
職
員　

保
護
者　

園
児

　
　
　
　

六
十
一
名

的
）、友
達
と
協
力
し
な
が
ら
分
別
し
（
対

話
的
）、
環
境
美
化
の
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
を
考
え
る
こ
と（
深
い
学
び
）

は
ま
さ
し
く
、
改
定
さ
れ
た
幼
稚
園
教
育

要
領
や
、
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
で

示
す
と
こ
ろ
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

ゴ
ミ
を
拾
う
小
さ
な
手
が
少
し
ず
つ

大
き
く
な
る
様

に
、
地
域
を
愛

す
る
心
、
環
境

へ
の
マ
ナ
ー
、

公
共
心
も
大
き

く
育
っ
て
欲
し

い
と
願
い
ま
す
。

総
務
委
員
長　

富
川　

将

（画像は小山地区　静林幼稚園）
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可燃・不燃ゴミや落ち葉拾いな
どの清掃することで公園がきれ
いになったことの気持ちよさを
感じられたようだ。

いつも散歩で利用する園周辺の
公園のゴミ拾いを行った。

『今年も皆でピカピカにお掃除
しよう！！』千手山公園清掃が
恒例になった。園児も保護者
も教職員も汗をかきながら一
生懸命取り組んだ。

毎年、園外保育で利用させてい
ただいている公園のごみ拾いな
どの清掃活動を行った。

いつも園外保育等で遊ばせてい
ただいている佐野市こどもの国
の庭を園児みんなでピカピカに
お掃除してきました。また元気
にあそぶぞー

歩きながらゴミ拾いすること
１時間。あまりのゴミの多さに、
みんなびっくりしていた。

おじいちゃんおばあちゃんたち
と手をつなぎ、会話を楽しみな
がらゴミ拾いができた。　

大田原ふれあいの丘で園児と教職
員がゴミ拾いをした。
広い公園で各自ゴミ袋をもってベ
ンチの裏など見えないところまで
きれいにした。

 
足
利
地
区  

足
利
短
期
大
学
附
属

　
　
　

 

幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
九
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

三
十
一
日
（
水
）

場　

所　

朝
倉
公
園

参
加
人
数　

園
児
百
三
名　

教
職
員
十
一
名

 

栃
木
地
区  

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　

 

大
平
み
な
み
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
三
日
（
土
）

場　

所　

幼
稚
園
周
辺
の
公
園

参
加
人
数　
園
児
八
十
七
名  

保
護
者
八
十
九
名

　
　
　
　

職
員
九
名　
　

計
百
八
十
五
名

 

鹿
沼
地
区  

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　

 

い
ず
み
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
八
日
（
木
）

場　

所　

千
手
山
公
園

参
加
人
数　

園
児
、
保
護
者
、
教
職
員　
　

　
　
　
　

百
五
十
六
名

 

塩
谷
地
区  

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　

 

烏
山
み
ど
り
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
二
日
（
金
）

場　

所　

並
松
公
園
他

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

八
十
七
名

 

佐
野
地
区  

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　

 

佐
野
た
ち
ば
な
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
二
日
（
金
）

場　

所　

佐
野
市
こ
ど
も
の
国

参
加
人
数　
園
児
百
五
十
名　

保
護
者
三
十
名

　
　
　
　

職
員
十
名

 

小
山
地
区  
せ
い
ほ
う
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
七
日
（
土
）

場　

所　

園
舎
前
の
公
道

参
加
人
数　
園
児
二
十
名
・
保
護
者
二
十
五
名

　
　
　
　
教
職
員
六
名
・
そ
の
他
十
二
名

 

日
光
地
区  

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　

 

清
滝
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
八
日
（
木
）

場　

所　

園
か
ら
大
日
堂
跡
ま
で

参
加
人
数　

園
児
十
六
名　

祖
父
母
十
名

　
　
　
　

職
員
二
名

 

那
須
地
区  

す
ぎ
の
こ
幼
稚
園　

　
　
　

   

認
定
こ
ど
も
園

期　

日　

十
月
二
十
三
日
（
火
）

場　

所　

大
田
原　

ふ
れ
あ
い
の
丘

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

三
十
五
名
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プ
ロ
ロ
ー

グ
と
し
て
少

子
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
の

到
来
、
子
ど
も
環
境

の
劣
化
、
子
ど
も

に
関
わ
る
政
策
の

変
化
等
保
育
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に

つ
い
て
の
話
に
続
き
、
”０
号
認
定
“
か

ら
捉
え
た
新
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
、
実
施
主

体
で
あ
る
市
町
村
の
状
況
、
拡
が
る
私
学

助
成
園
と
新
制
度
移
行
園
の
公
費
格
差
等

の
新
制
度
施
行
後
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。今
後
の
展
望
と
し
て
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
の
見
直
し
（
二
〇
二
〇

年
度
か
ら
実
施
）、
第
二
期
市
町
村
事
業

計
画
の
策
定
・
実
施
（
二
〇
二
〇
年
度

か
ら
五
年
間
）、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
（
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
全
面
実
施
）、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
特
徴
と
課
題
等

に
つ
い
て
の
話
に
続
き
、
問
わ
れ
る
幼
児

教
育
の
質
と
保
育
者
の
資
質
向
上
、
私
立

幼
稚
園
か
ら
捉
え
た
今
後
の
課
題
、
認
定

こ
ど
も
園
の
可
能
性
と
役
割
等
に
つ
い
て

講
話
が
あ
っ
た
。本
講
演
は
、過
去
、現
在
、

未
来
の
国
や
社
会
の
動
き
か
ら
今
後
各
園

が
ど
う
い
っ
た
方
向
へ
向
か
う
べ
き
で
あ

る
の
か
助
言
を
交
え

た
内
容
で
あ
っ
た
。

参
加
者
は
、
各
自
、

今
後
の
園
の
進
む
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て

の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

 

第
三
十
四
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

 

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
会

期
日　
平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日（
月
）

　
　
　
　

 

～
二
十
四
日
（
水
）

会
場　

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

参
加　

五
百
六
十
三
名
（
う
ち
栃
幼
連

　
　
　
　

 

加
盟
園
か
ら
は
七
十
三
名
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
明
日
に
む
け
て
幼
児
教
育
の
振
興
を

考
え
る
」

《
一
日
目
》　

●
開
会
式

　

全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会　

香
川　

敬
会
長
よ
り
、「
栃
木

県
大
会
で
我
々
は
、

化
学
変
化
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。我
々

は
、
更
に
社
会
に
開

か
れ
た
幼
児
教
育
と
、

総
合
的
な
観
点
で
の

質
の
向
上
を
さ
ら
に

目
指
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会　

石
嶋　

勇

理
事
長
よ
り
「
有
意
義
な
研
修
に
な
る
と

と
も
に
、
栃
木
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
よ

う
願
っ
て
い
る
」
と
の
歓
迎
の
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
た
。

●
記
念
講
演

『
昨
日
の
自
分
よ
り
一
歩
前
へ

～
卓
球
か
ら
学
ん
だ
挑
戦
す
る
こ
と
の

大
切
さ
～
』

講
師　
　
　
　
　

  

平
野
　
早
矢
香 

氏

（
ロ
ン
ド
ン
五
輪
卓
球
女
子
団
体
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
）

●
行
政
報
告

「
幼
児
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」

講
師　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

幼
児
教
育
課
課
長　

先
崎
　
卓
歩 

氏

●
幼
稚
園
ナ
ビ
（
ア
プ
リ
）
報
告

「
幼
稚
園
ナ
ビ
を
業
界
の
イ
ン
フ
ラ
に
」

～
幼
稚
園
ナ
ビ
で
変
わ
る
幼
稚
園
業
界

の
人
材
獲
得
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
～

講
師　
㈱
会
社
ブ
ラ
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役

 

岩
崎
　
正
明 

氏

《
二
日
目
》

●
研
究
講
座
（
参
加
者
が
一
講
座
選
択
）

研
究
講
座
㈠
教
育

『
幼
児
教
育
の
資
質
向
上
を
め
ざ
し
て

～
園
内
研
修
を
て
が
か
り
に
し
て
～
』

講
師　

　
（
公
財
）
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育

　

研
究
機
構
理
事
長　
　

  

東
　
重
満 
氏

研
究
講
座
㈡
振
興

第
一
部
『
無
償
化
に
か
か
る
私
学
助
成

　
　
　
　
園
の
諸
課
題
と
対
策
』

第
二
部
『
私
学
助
成
園
の
処
遇
改
善
と

　
　
　
　
私
学
助
成
金
の
増
額
を
目
指

　
　
　
　
し
て
』

研
究
講
座
㈢
経
営

『
人
材
確
保
～
幼
稚
園
ナ
ビ
な
ら
び
に
各

地
域
で
の
教
員
採
用
事
例
を
踏
ま
え
て
』

研
究
講
座
㈣
認
定
こ
ど
も
園

『
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
無
償
化
に
ど

う
備
え
る
か
？
』

　

来
年
十
月

よ
り
幼
児
教

育
・
保
育
の

無
償
化
が
ス
タ
ー

ト
を
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
回

の
設
置
者
・
園
長

全
国
研
修
大
会
で

は
、
こ
の
無
償
化

は
ど
の
分
野
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
。
私
学
助
成

の
幼
稚
園
、
施
設

型
給
付
の
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
の

幼
稚
園
、
そ
れ
ぞ
れ
直
面
す
る
課
題
は
数

多
く
あ
る
だ
ろ
う
。

　

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い

く
が
、
質
の
高
い
保
育
を
維
持
し
、
子
ど

も
達
の
明
る
い
未
来
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
幼
児
教
育
・
保

育
は
大
き
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

 

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　

平
成
三
十
年
九
月
十
三
日
（
木
）

会
場　
コ
ン
セ
ー
レ
（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
十
四
名

テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
の
展
望
」

　
　
　
　

 
～
園
の
安
定
経
営
の
た
め
に
～

講
師　

　

 

㈲
遊
育
代
表
取
締
役

　

 

㈱
保
育
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代
表
取
締
役

吉
田
　
正
幸 

氏
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青
年
部
県
外
視
察
研
修
会

　

九
月
十
八
日
、
沖
縄
県

宮
古
島
市
の
「
は
な
ぞ
の

こ
ど
も
え
ん
」
「
み
つ
ば

幼
稚
園
」
の
二
園
に
て
視

察
研
修
と
交
流
会
を
実
施

し
た
。
は
な
ぞ
の
こ
ど
も

園
は
新
制
度
と
共
に
幼

稚
園
か
ら
幼
保
連
携
型
に

移
っ
た
園
で
あ
り
、
み
つ

ば
幼
稚
園
は
私
学
助
成
幼

稚
園
で
あ
る
。

　

宮
古
島
市
は
人
口
約

五
万
五
千
の
小
さ
な
島
で

あ
る
が
、
私
立
幼
稚
園
一

園
と
私
立
認
定
こ
ど
も
園

一
園
、
公
立
幼
稚
園
十
二
園
、
公
立
保
育

所
八
園
、
私
立
保
育
園
十
八
園
、
小
規
模

七
園
と
、
子
育
て
施
設
激
戦
区
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
伺
っ
た
二
園
は
貴
重
な
私
立

幼
稚
園
系
の
二
園
で
あ
る
。

　

場
所
は
違
え
ど
園
の
悩
み
ど
こ
ろ
は
似

た
よ
う
な
も
の
で
、
経
営
面
で
は
人
材
確

保
と
職
員
育
成
、
子
ど
も
面
で
は
き
れ
い

な
海
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
海
に
入
ら
な
い

こ
と
や
、
暑
さ
に
弱
い
子
が
増
え
て
い
る

な
ど
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
な
ど
が
話
題

に
上
が
っ
た
。

　

研
修
の
最
後
に
両
園
の
園
長
先
生
か
ら

の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。
宮
古
島
に
は

連
合
会
相
当
の
組
織
が
な
く
、
青
年
部
と

し
て
研
鑽
・
研
修
の
場
、
幼
児
教
育
や
園

経
営
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
仲
間
が
居
る

こ
と
を
非
常
に
羨
ま
し
く
思
え
る
、
と
。

第
三
回　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
平
成
三
十
年
十
月
二
十
九
日
（
月
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
五
十
一
名

テ
ー
マ

 

『
日
々
の
記
録
を
要
録
に
つ
な
げ
て

　

～
子
ど
も
の
良
さ
と
可
能
性
の
発
揮
～
』

講
師　

　

前
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

研
修
指
導
員　

大
竹
　
節
子 

氏

◎
研
修
の
流
れ

㈠
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
解
説

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
し
な
が
ら
、
必
要
事
項
を

記
録

㈡
子
ど
も
や
ク
ラ
ス
の
変
化
に
気
づ
き
、

数
人
で
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
（
演
習
）

　

＝
数
名
の
発
表
＝

㈢
Ｐ
Ｐ
を
見
な
が
ら
配
付
資
料
の
確
認

㈣
ま
と
め

　

十
の
姿
や
各
領
域
の

ね
ら
い
を
全
部
網
羅

す
る
必
要
は
な
い
。

ま
ず
、
子
ど
も
の
声
に

耳
を
傾
け
て
、
個
々

の
成
長
を
見
つ
め
て

（
可
能
性
の
発
揮
が
あ

る
？
）
、
記
録
し
て
み
る
。
そ
し
て
何
ら

か
の
視
点
に
当
て
は
め
て
み
る
。
子
ど
も

の
育
ち
に
基
準
を
持
っ
て
み
る
こ
と
で
、

次
の
担
任
・
保
護
者
・
そ
し
て
小
学
校
に

も
伝
え
や
す
い
要
録
が
、
仕
上
が
る
の
で

は
な
い
か
。

　

日
々
の
記
録

や
要
録
そ
の
も

の
の
記
載
に
苦

労
し
が
ち
な
、

現
場
の
教
師
た
ち
に

対
し
て
、
分
か
り
や

す
い
資
料
と
説
明
で

語
り
か
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
目
の

前
の
も
や
が
消
え
去
っ
た
よ
う
な
感
覚
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
研
修
内
容
が
各
園
に
伝
わ
る
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
の
園
児
の
成
長
等
が
、

き
ち
ん
と
次
に
伝
わ
る
要
録
記
述
が
な
さ

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
十
二
回
全
日
本
幼
稚
園
連
合
会　

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会　

群
馬
大
会

期
日　

平
成
三
十
年
十
一
月

　
　
　
　

 

六
日
（
火
）
～
七
日
（
水
）

会
場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎

参
加　

関
東
地
区
会
・
神
奈
川
地
区
会

　
　
　
　

加
盟
県
か
ら　

百
二
名

　
　
　
　
（
栃
幼
連
十
二
名
、
県
行
政
官
一
名
）

協
議
テ
ー
マ　

  

「
す
べ
て
は
子
ど
も
達
の
た
め
に
」

　

研
修
Ⅰ　

〇
新
教
育
要
領
が
施
行
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　

か
ら
見
え
て
き
た
も
の

講
師
　
文
部
科
学
省  

初
等
中
等
教
育
局

　

視
学
官
・
幼
児
教
育
課
教
科
調
査
官

湯
川
　
秀
樹 

氏

　
　
　
　
　

〇
告
示
内
容
の
理
解
を
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　

深
め
た
実
践
的
取
り
組
み

講
師
　
内
閣
府　

子
ど
も
・
子
育
て
本
部

　

認
定
こ
ど
も
園
担
当　

横
澤
　
峰
紀
子 

氏

　

研
修
Ⅱ　

〇
「
中
島
飛
行
機
か
ら
”Ｓ
Ｕ

　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
“へ
の
軌
跡
」

講
師
　
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

　

商
品
企
画
本
部
デ
ザ
イ
ン
部
担
当　

佐
々
木
　
崇
宏 

氏

　

当
連
合
会
か

ら
、
正
副
理
事
長

お
よ
び
常
任
理

事
、
事
務
局
長
が
参
加

し
た
。

　

私
立
幼
稚
園
（
認
定

こ
ど
も
園
含
む
）
が
、

現
在
抱
え
る
諸
問
題
を

持
ち
寄
り
、
各
県
私
学
行
政
担
当
者
を
交

え
て
振
興
策
を
協
議
し
た
。
ま
た
、
教
育

基
本
法
、
学
校
教
育
法
等
の
法
律
に
定
め

ら
れ
た
目
的
を
十
分
に
達
成
に
達
成
で
き

る
よ
う
に
、
経
営
健
全
化
と
幼
児
教
育
の

資
質
向
上
を
目
指
し
た
。

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　
平
成
三
十
年
十
一
月
十
三
日
（
火
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

参
加　

九
十
二
名

テ
ー
マ  

園
経
営
の
転
換
点

　

～
”先
生 

“が
い
る
園
に
な
ろ
う　

　

採
用
・
定
着
・
育
成
が
園
経
営
の
要
～

講
師  

Ｅ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

石
田
　
敦
志 

氏

　

新
制
度
に
移
行

し
て
三
年
半
が

経
過
し
た
。
転

換
点
を
迎
え
、
認
定
こ

ど
も
園
等
が
増
え
た
こ

と
に
伴
う
職
員
不
足
に

加
え
て
、
処
遇
改
善
な

ど
様
々
な
変
化
に
頭
を

悩
ま
せ
る
今
日
。
政
府

が
打
ち
出
し
た
保
育
料

無
償
化
と
い
う
更
に
大

き
な
変
化
に
、
我
々
は

よ
り
一
層
の
対
応
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
い
か
に
し
て

園
経
営
を
行
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
最
も
適
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
自
身
も
三
つ
子
を
幼
稚
園
に
通
わ
せ

た
経
験
を
持
つ
石
田
氏
に
話
を
聞
い
た
。

　

冒
頭
、
現
代
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
で

あ
る
少
子
化
に
つ
い
て
の
話
が
上
が
っ

た
。
少
子
化
と
い
う
言
葉
だ
け
を
見
れ

ば
、
現
在
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
入
園
す

る
で
あ
ろ
う
将
来
的
な
園
児
の
減
少
に
目

を
向
け
が
ち
で
あ
る
が
、
長
期
的
に
見
れ

ば
、
先
生
の
減
少
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
、
子
ど
も
が
減
れ
ば
、
将
来
幼

稚
園
教
諭
に
な
ろ
う
と
希
望
す
る
人
数
も

必
然
的
に
減
少
す
る
。
そ
こ
に
拍
車
を
か

け
る
の
が
、
小
規
模
保
育
や
企
業
型
保
育

等
の
参
入
だ
。
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
制

度
的
に
教
職
員
数
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ

に
処
遇
改
善
等
の
た
め
、
更
に
配
置
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
話
で
あ
る
園
経
営
の

転
換
点
だ
。
園
の
教
育
内
容
、
施
設
設
備

等
も
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は

そ
の
園
を
体
現
す
る
先
生
こ
そ
重
要
と
石

田
氏
は
説
く
。
い
か
に
良
い
教
育
を
実
施

し
て
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
内
容

を
紹
介
し
て
い
て
も
、
保
護
者
に
共
感
・

発
信
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
園
児
獲
得

に
つ
な
が
ら
な
い
。
い
か
に
少
な
く
な
っ

て
い
く
人
材
を
確
保
し
、
園
の
教
育
内
容

を
園
児
か
ら
保
護
者
に
伝
達
で
き
る
よ
う

に
指
導
す
る
か
、
そ
の
た
め
に
こ
れ
か
ら

経
営
者
が
す
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
く
れ

た
。

　

労
働
時
間
等
、
働
く
環
境
も
現
代
の
問

題
の
一
つ
に
だ
が
、
教
育
現
場
で
は
そ
の

点
も
問
題
で
あ
る
こ
と
は
周
知
だ
。
そ
こ

で
経
営
者
は
、
園
の
業
務
を
見
直
し
、
Ｉ



135号

05

Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
、
労
働
環
境
を
改
善
す
る

こ
と
が
一
つ
の
解
決
策
と
い
う
。
園
で
は

連
絡
帳
な
ど
、
必
要
で
は
あ
る
も
の
の
先

生
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
業
務
は
様
々
あ

る
。
そ
こ
で
、
教
育
内
容
の
発
信
の
た
め

に
厳
選
し
、
で
き
た
時
間
を
よ
り
良
い
保

育
の
た
め
に
利
用
す
る
。
そ
れ
を
園
児
に

伝
え
、
保
護
者
に
共
感
を
得
、
そ
こ
か
ら

新
た
な
園
児
獲
得
へ
と
繋
げ
る
。
他
方
、

目
を
引
く
労
働
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
採

用
を
増
や
し
、
更
に
良
い
労
働
環
境
を
作

り
あ
げ
、
園
児
に
よ
り
良
い
保
育
を
提
供

す
る
。
こ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
に
転
換
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
話
は
、
時
代
に
即
し
た
転
換
な
の

か
も
し
れ
な
い
も
の
の
、
す
ぐ
に
は
受
け

入
れ
が
た
い
話
だ
。
し
か
し
、
保
育
料
無

償
化
、
少
子
化
等
、
迫
る
難
題
に
直
面
し

て
い
る
我
々
は
適
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
古
き
良
き
、
も
大
切
だ
が
、
確
実
に

到
来
す
る
問
題
に
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ

と
も
肝
要
だ
。
迫
る
師
走
に
難
題
は
酷
だ

が
、
少
し
ず
つ
で
も
転
換
へ
の
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

資
質
向
上
研
修

期
日　
平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日（
水
）

会
場　

氏
家
幼
稚
園

参
加　

六
十
八
名

内
容　

公
開
保
育
・
グ
ル
ー
プ
討
議

　

広
い
園
庭
、

広
い
遊
戯
室
が

特
徴
的
な
氏
家

幼
稚
園
で
は
、
遊
び
の

中
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
こ
ど
も
の
主

体
性
を
伸
ば
す
教
育
方

針
を
と
っ
て
い
る
。

　

午
前
の
公
開
保
育
で

は
、
あ
ら
か
じ
め
希
望

を
出
し
た
ク
ラ
ス
の
自

由
遊
び
の
様
子
を
見
学

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
ご
っ
こ
遊
び
を

展
開
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

が
ど
こ
の
部
屋
に
も
設

営
さ
れ
て
お
り
、
今
日
は
こ
れ
で
遊
ぶ
と

い
う
ね
ら
い
が
見
ら
れ
、
年
少
・
年
中
・

年
長
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
が
時
間
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
自
由
に
時
間
を
使
い
、
廃
材

を
楽
器
に
見
立
て
て
遊
ん
だ
り
木
の
実
を

使
っ
て
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
た
り
と

自
由
な
発
想
で
遊
ぶ
様
子
が
見
ら
れ
た
。

お
友
だ
ち
と
工
夫
し
た
り
協
力
し
た
り
と

次
々
と
遊
び
を
創
造
し
て
い
く
こ
ど
も
た

ち
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
為
か
、
他
の
学

年
に
足
を
運
ぶ
参
加
者
の
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
見
学
し
た
ク
ラ
ス
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
公
開
保
育
の
気

付
い
た
こ
と
や
感
じ
た
点
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
全

体
会
で
は
、
討
議
し
た
こ
と
を
発
表
し
あ

い
各
自
の
保
育
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。
今

回
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
自
身

の
保
育
を
見
つ
め
直
し
、
明
日
か
ら
の
保

育
に
生
か
し
て
い
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

第
三
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日
（
金
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
十
七
名

内
容 

「
子
ど
も
と
作
る

　
　
　
　

 

お
も
し
ろ
バ
ル
ー
ン
」

講
師　

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
マ
ー

　
　
　

南
　
小
百
合 

氏

　

ま
ず
は
、
講

師
で
あ
る
南
小

百
合
先
生
に
よ

る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

シ
ョ
ー
で
始
ま
っ
た
こ

の
研
修
。
軽
快
な
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
み
る
み
る

形
作
ら
れ
て
い
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会

場
全
体
が
わ
く
わ
く
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
世
界

に
惹
き
こ
ま
れ
て
い
っ

た
。

　

受
講
者
た
ち
も
自
然

と
笑
顔
に
な
り
子
ど
も

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
持

ち
で
手
拍
子
や
レ
ス
ポ

ン
ス
を
し
て
楽
し
ん

だ
。

　

後
半
は
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
実
技
へ
と

移
っ
た
。
受
講
者
の
中

に
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

初
体
験
と
い
う
者
も
多
く
、
会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
風
船
の
破
裂
音
が
鳴
り
響
い

た
。
そ
れ
で
も
繰
り
返
し
挑
戦
す
る
こ
と

で
一
人
ひ
と
り
が
個
性
豊
か
な
作
品
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

バ
ル
ー
ン
は
、
子
ど
も
が
直
接
触
れ
て

楽
し
め
る
も
の
か
ら
、
行
事
等
の
装
飾
と

し
て
使
え
る
も
の
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
は
保
育
室
な
ど

を
華
や
か
に
す
る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
け
る
だ
ろ
う
。

平
成
三
十
年
度 

第
四
十
五
回 

栃
木
県
放
送
・

視
聴
覚
教
育
研
究
大
会
那
須
地
区
大
会

期
日　
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日（
火
）

会
場　

認
定
こ
ど
も
園
那
須
幼
稚
園

　
　
　
　

 

那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加　

幼
稚
園　

十
六
名

内
容　

公
開
保
育
（
幼
稚
園
）

　
　
　
　

 

講
演
会
（
セ
ン
タ
ー
）

　

栃
木
県
放
送
・
視
聴
覚
教
育
研

究
大
会
那
須
地
区
大
会
は
、
那
須

町
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
が
視
聴
覚
に
関
す
る
機
材

を
使
い
、
保
育
、
授
業
を
行
う
様
子
を
公

開
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
幼
児
教
育
を

代
表
し
て
那
須
幼
稚
園
が
公
開
保
育
を
実

施
し
た
。

　

内
容
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
第
二
放
送
で
放
送

さ
れ
て
い
る
「
お
話
出

て
こ
い
」
の
中
で
「
は

れ
と
き
ど
き
ぶ
た
」
を

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
に
録

音
し
、
そ
の
音
声
を
使

い
年
中
組
で
絵
を
描
く
活
動
を
行
っ
た
。

午
前
中
も
聴
き
、
午
後
に
印
象
に
残
っ
た

場
面
を
描
く
活
動
で
あ
る
。

　

音
声
を
聞
き
な
が
ら
描
く
と
い
う
の
は

子
ど
も
達
に
と
っ
て
難
し
い
と
感
じ
た

が
、
思
い
思
い
に
描
く
姿
は
年
中
と
思
え

な
い
し
っ
か
り
し
て
い
る
印
象
を
え
た
。

担
当
の
先
生
は
、
お
話
し
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
伝
え
な
が
ら
絵
の
指
導
を
し
て
い
た
。

時
間
に
な
り
子
ど
も
達
の
絵
に
対
し
て
一

つ
一
つ
感
想
を
言
い
、
最
後
に
「
み
ん
な

違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
と
伝
え
て
い
た
の

が
と
て
も
良
か
っ
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
大
会
に
向
け
て
時
間
の

な
い
中
で
進
め
ら
れ
た
が
落
ち
着
い
て
活

動
が
で
き
、
普
段
か
ら
の
指
導
が
行
き
届

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

保
育
を
み
た
各
園
の
先
生
方
も
絵
本
や

紙
芝
居
な
ど
視
覚
か
ら
入
り
、
絵
を
描
く

な
ど
の
活
動
は
し
て
い
る
が
聴
覚
か
ら
想

像
し
て
描
く
の
は
と
て
も
興
味
を
持
っ
た

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

こ
の
公
開
保
育
で
放
送
・
視
聴
覚
教
育

が
広
が
る
事
を
期
待
す
る
。

　

午
後
は
、
会
場
を
那

須
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
移
し
、
記
念
講
演
を

行
っ
た
。
講
演
一
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究

所
メ
デ
ィ
ア
研
究
部
主

任
研
究
員
の
宇
治
橋
祐

之
氏
に
よ
る
講
演
「
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
学
校
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
」

で
あ
る
。
小
学
校
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

使
っ
て
の
授
業
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
な
ど
に
つ
い

て
話
が
あ
っ
た
。

　

講
演
二
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
メ

デ
ィ
ア
研
究
部
副
部
長
の
吉
川
邦
夫
氏
に

よ
る
講
演
「
大
河
ド
ラ
マ
時
代
考
証
と
歴

史
教
育
」
で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
を
通
じ

て
の
歴
史
そ
し
て
そ
の
番
組
を
面
白
く
す

る
企
画
の
裏
話
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
く
れ
た
。

　

栃
木
県
放
送
・
視
聴
覚
教
育
研
究
大
会

那
須
地
区
大
会
は
、
普
段
の
活
動
と
違

い
、
新
鮮
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
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要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項
現　　行 要　　望

継続

継続

新規

発展的
継続

継続

新規

継続

継続

継続

継続

園児１人当たり
 189,700円
　国庫補助  23,688円
　地方交付税161,200円
　県単補助 4,800円

教材費等補助金
園児１人当　39,100円

第３子以降保育料免除

・学法で２人以上在籍
  １人当たり ７84,000円
　　　　  （国庫補助）
・それ以外
  １人当たり 392,000円
　　　　  （県単補助）

わんぱく保育推進事業

子育てランド事業

幼稚園耐震化事業費

栃幼連補助金
 3,000千円
幼稚園特別研修費補助金
 3,000千円

園児１人当たり
 195,172円
　国庫補助  23,972円
 （予定額）
　地方交付税161,200円
 （予定額）
　県単補助  10,000円

教材費等補助金
園児１人当  50,000円

３人いれば保育料免除

→転入者増加
→もう一人！促進

・学法で２人以上在籍
　１人当たり ７84,000円
 （国庫補助）
・それ以外
　１人当たり 784,000円
 （県単補助）

・2号園児 392,000円
 （県単補助）

増額

増額

増額

栃幼連補助金
　　　　  6,000千円

→幼稚園教諭・保育教諭
　のさらなる資質向上

 平 成 3 1 年 度  予 算 要 望 書

【要望１】幼稚園運営費補助金・幼稚園教材費等補助金の増額
　運営費補助金の増額は、幼稚園経営の安定を図り、教育環境の充実
を実現します。国に準じて増額を確保するとともに、県単補助金につい
ては、茨城県（￥13,422､対比△8,622）や群馬県（￥15,538､対比△
10,738）と肩を並べられるよう増額を要望します。
　１０２条園対象の教材費等補助金について、地域の幼児教育の存続
を図るために、増額を要望します。

【要望２】子だくさん応援　多子世帯保育料免除事業費の創設
　栃木県では、平成28年度に第３子保育料免除事業費が創設され、18
歳未満の兄姉から数えて第３子以降の子どもの保育料が無償化となり、
転入者の増加につながりました。要望２は、この第３子保育料免除事業
費を「子だくさん応援 多子世帯保育料免除事業費」に発展させるという
提案です。来年10月から国の政策として幼児教育の無償化（３～５歳）
が実施されますが、それに先んじて、４月から「18歳未満の子どもが３人
以上いれば、就学前の施設に通う子どもが何番目の子どもであるかにか
かわらず、0～５歳の保育料を無料にする」というものです。子だくさんの
世帯を応援するメッセージが明確に伝わる事業であり、３人目を産もうと
いう気持ちにさせる画期的な事業であります。どうか、国・他県に先んじ
た施策として発表し「子育てするなら栃木県」をアピールしていただくこ
とを要望します。

【要望３】特別支援教育費補助金制度の見直しと増額
　現行制度では、対象児が2人の場合は1,568,000円となりますが、１
人の場合は392,000円と１／４になってしまいます。この補助額では教
職員を加配して対象児に必要な教育的援助を行うことは不可能です。
　国庫補助の対象とならない「対象児が１人の場合」「学法立以外の園
の場合」であっても、県単補助による国庫補助と同額の補助金を要望し
ます。
　また、１号園児と同じ教育的援助を受ける２号園児に対しても、特別
支援教育費補助金の対象としていただくことを要望します。

【要望４】子育て支援事業等に対する補助金の充実
①仕事と子育ての両立のために、預かり保育は大変重要です。幼稚園が

行う預かり保育に対する一層の支援を要望します。
②未就園児親子教室等の子育て支援活動を通じ、幼稚園が地域の子育

ての拠点として機能を発揮できるよう、さらなる支援を要望します。
③安心・安全な施設整備の観点から、園舎の耐震診断、耐震補強、等に

かかる費用の助成を要望します。

【要望５】「栃木県私学団体補助金」の継続と一本化
　「栃木県私学団体補助金」は、栃幼連が実施する研修会に対する補助金
として、「栃幼連補助金」と「幼稚園特別研修費補助金」の二本立てとなって
います。教職員の資質向上は直接保育の質に関わる重要な要素です。栃幼
連は、認定こども園における０･１･２歳担当保育教諭等に対する研修を含め
た研修体系を実施しておりますが、対象・回数の増加に伴う予算措置に頭を
悩ませているところです。つきましては、新制度対応として使途制限のある「幼
稚園特別研修費補助金」を「栃幼連補助金」へ一本化し、総額６００万円とし
て継続いただきますよう要望します。

　来年10月からの幼児教育無償化を見据え、来年度に向け下記の要望
書を11月22日に自民党政策懇談会、12月14日に福田知事、県議会議長 
五十嵐議長に提出させていただきました。
（要望１）運営費補助金については県単補助部分の増額を強く求めました。
（要望３）特別支援教育費補助金については国庫補助対象外児に対する

県の対応を求めました。
（要望５）栃幼連への研修費補助金については、その一本化を求める内容としました。
（要望２）平成29年度から引き続き、子どもが３人以上いれば全員保育料免除にするという「子だくさんを応援する

栃木県」のイメージを強くアピールするため消費税が増税される前に来年４月から実施されることを強く
求めました。

（要望４）その他の子育て支援事業等への補助金について継続と増額を求めました。
「栃木県で子育てしたい」転入者増加を切に願うものである。　　　　　　　　　　　　 （振興委員長　山越 忍隆）

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　勇

●平成31年度　予算要望書について
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日
頃
よ
り
セ
ン
タ
ー
研
修
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

各
研
修
も
い
よ
い
よ
後
半
戦
を
迎
え
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
等
教
職
五
年
目
研
修

　
　
　
　
　
第
二
日
を
実
施
し
ま
し
た

　

十
月
十
六
日
に
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
附
属
幼
稚
園
で
幼
稚
園
等
教
職
五
年
目

研
修
第
二
日
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中

は
、「
幼
児
と
も
の
と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
学
年
の
保
育
参
観
と
保
育
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が
も
の
に
関

わ
っ
て
遊
ぶ
姿
か
ら
、
教
材
の
も
つ
意
味

に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
同

園
の
五
十
嵐
市
郎
副
園
長
よ
り
講
話
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、「
環
境
を
構
成
す
る

際
の
教
材
の
工
夫
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
子
ど
も
の
発
達
を
見
通
し
て
教
材

を
精
選
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
や
、
教

材
研
究
を
進
め
る
際

の
視
点
な
ど
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
ま
し

た
。

　

一
日
を
通
し
て
「
発
想
を
柔
軟
に
し
て

教
材
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
」「
保
育
に

下
ろ
し
た
教
材
が
ね
ら
い
と
ど
う
関
係
し

よ
う
で
し
た
。
教
育
課
程
の
評
価
等
に
積

極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
受
講
者
の
意
欲

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

　
　
　
　
　
第
二
日
を
実
施
し
ま
し
た

　

十
一
月
十
二
日
に
、
実
践
報
告
書
を
持

参
し
て
も
ら
い
、
第
二
日
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
践
報
告
書
は
、
第
一
日
の
研
修
を

通
し
て
の
気
付
き
を
基
に
保
育
実
践
し
、

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
考
察
を
つ
づ
っ
て
も

ら
っ
た
も
の
で
す
。

「
視
点
の
チ
ェ
ン
ジ
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
年

も
多
く
の
「
視
点
の

チ
ェ
ン
ジ
」
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

五
人
一
グ
ル
ー
プ
で
報
告
・
協
議
を
行

う
こ
と
で
、
新
た
な
気
付
き
が
生
ま
れ
、

広
が
り
、
視
点
の
チ
ェ
ン
ジ
も
深
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
二
日
間
を
通
し
て
指
導
い

て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
保
育
に
生

き
る
実
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

　
　
　
　
　
第
五
日
を
実
施
し
ま
し
た

　

十
月
三
十
日
に
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
附
属
幼
稚
園
で
中
堅
研
第
五
日
を
実
施

し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、「
教
育
課
程
と

子
ど
も
の
姿
の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に

年
長
組
の
保
育
参
観
と

保
育
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
が
夢
中
に

な
っ
て
遊
ん
で
い
る
姿

か
ら
学
び
を
見
取
り
、

教
育
課
程
や
指
導
計
画

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を

確
認
し
ま
し
た
。
午
後
は
「
教
育
課
程
の

実
施
と
評
価
」
に
つ
い
て
、
実
際
に
教
育

課
程
の
見
直
し
を
図
っ
た
足
利
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
、
第
二
ひ
か
り
幼
稚
園
、
認

定
こ
ど
も
園
あ
か
み
幼
稚
園
の
受
講
者
の

先
生
に
内
容
と
方
法
を
発
表
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
各
園
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
実
践

は
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

受
講
者
は
「
他
園
の
情
報
を
得
て
、
自

園
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
」「
教
育
課

程
の
見
直
し
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

日
々
の
保
育
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
ま
し
た
」
な
ど
、
教
育
課
程
を

評
価
す
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
た

小野田先生
宮﨑先生、久保先生
ありがとうございました

文
部
科
学
省
主
催
「
中
央
協
議
会
」
に

行
っ
て
き
ま
す
！

　
平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
（
金
）

（
発
表
者
）

　

野
崎
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園　
　

山
越
美
夏
先
生

（
参
加
者
）

　

認
定
こ
ど
も
園
東
光
寺
幼
稚
園　

毛
塚
千
明
先
生

　

那
須
烏
山
市
立
つ
く
し
幼
稚
園　

黒
﨑
明
子
先
生

　

足
利
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園　
　

武
井　

綾
先
生

た
だ
い
て
い
る
宇
都
宮
大
学
の
司
城
紀
代

美
先
生
か
ら
は
、
子
ど
も
の
育
ち
を
長
い

目
で
捉
え
、話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
、

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
わ
く
わ
く
し
た
気

持
ち
に
な
れ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど

に
つ
い
て
、
助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
、
少
し
で
も
悩
み
が
晴

れ
、
明
日
か
ら
の
保
育
に
楽
し
い
見
通
し

が
持
て
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会
の
お
知
ら
せ

　
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　 

九
時
三
十
分
～
十
二
時

《
幼
小
連
携
部
会
》

テ
ー
マ
「
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
接

　
　
　
　
続
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
？
」

実
践
発
表
「
那
須
町
の
挑
戦
～
カ
リ
キ
ュ
ラ

　
　
　
　
　
ム
を
一
緒
に
つ
く
ろ
う
！
～
」

　
　
那
須
み
ふ
じ
幼
稚
園
　

　
　
　
　
　
　  

松
浦
　
恵
美
子
副
園
長

★
那
須
町
大
同
保
育
園
、
那
須
町
立
田

代
友
愛
小
学
校
、
那
須
町
教
育
委
員

会
も
一
緒
に
発
表
し
ま
す
。

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
！
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過
日
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
が

「
こ
こ
数
日
、
ス
ト
レ
ス
で
食
欲
が
な

く
夜
も
眠
れ
な
い
」
と
い
う
話
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
話
を
聞
き

な
が
ら
、
以
前
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
載
っ

て
い
た
「
イ
ン
ゲ
ン
は
適
度
な
ス
ト
レ

ス
で
、
収
穫
量
が
二
倍
に
な
る
。」
と

い
う
話
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
ゲ
ン
の
ツ
ル
は
元
来
右
巻
き

だ
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
を
む
り
や
り
真
っ
す

ぐ
に
伸
ば
し
た
も
の
と
強
制
的
に
左
巻
き
に

し
た
も
の
の
三
タ
イ
プ
を
準
備
し
、
収
穫
量

を
比
較
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
真
っ

す
ぐ
な
も
の
は
右
巻
き
の
一
・
五
五
倍
、
左

巻
き
は
な
ん
と
二
倍
も
の
収
穫
が
あ
っ
た
と

い
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ツ
ル
の
巻
き
方
を

自
然
の
状
態
と
は
逆
に
す
る
ほ
ど
収
穫
量
が

多
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う

の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
専
門
家
は
『
イ
ン
ゲ

ン
に
適
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
こ
と
で

光
合
性
が
活
発
に
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
』と
、

分
析
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
れ
は
子
ど
も
に
も
い
え
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
の
束
縛
も
な
く
本
能

任
せ
の
お
気
楽
な
状
態
よ
り
も
適
度
な
緊
張

や
試
練
に
立
ち
向
か
う
方
が
成
長
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
成
長
に
合
わ
せ

て
ツ
ル
を
逆
巻
き
に
す
る
の
は
手
間
の
か
か

る
大
変
な
仕
事
で
す
。こ
の
厄
介
な
作
業
は
、

親
や
保
育
者
の
役
目
で
す
。
そ
の
役
目
を
負

わ
さ
れ
た
人
た
ち
が
手
間
ひ
ま
を
惜
し
む
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
収
穫
量
は
期
待
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
ニ
ン
ゲ
ン
が
イ
ン
ゲ
ン
に
教
わ
っ

た
有
難
い
話
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
ま
た

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り

一
三
五
号
が
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
き
ぬ
川
幼
稚
園　

阿
久
津
恵
子
）

慶

　事

●
宇
都
宮
地
区
　
十
月
二
十
七
日

　
認
定
こ
ど
も
園
ま
こ
と
幼
稚
園

　
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

●
宇
都
宮
地
区
　
十
一
月
二
日

　
松
ヶ
峰
幼
稚
園
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典

●
宇
都
宮
地
区
　
十
二
月
十
五
日

　
ひ
じ
り
認
定
こ
ど
も
園
落
成
式

訃

　報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
宇
都
宮
市
　
め
ぐ
み
幼
稚
園

　
　
前
園
長
　
中
臣

　昭
範

　先
生

　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
十
月
二
日
　
逝
去

平
成
三
十
一
年

　
　一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
計
画

１
月
15
日
　
※ 

幼
稚
園
教
職
５
年
目
研
修

１
月
18
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
18
日
　
※ 

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

１
月
22
日
　
０・１・２
歳
児
研
修

２
月
５
日
　
※ 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

２
月
８
日
　
※ 

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

２
月
９
日
　
資
質
向
上
研
修

２
月
13
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

新
職
員
紹
介

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

　十
月
十
六
日
よ
り
当

事
務
局
職
員
と
し
て
宮

下
彩
さ
ん（
27
）が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。何
か
と
不

手
際
な
点
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
宜
し
く
ご
指

導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

  

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助
金

の
変
更
交
付
に
当
た
り
、
一
月
初
旬
に
、

一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け
る
在
園
児
数

等
を
御
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の

一
般
補
助
や
特
別
支
援
教
育
と
地
域
子
育

て
推
進
事
業
の
特
別
補
助
に
係
る
変
更
交

付
申
請
書
（
新
制
度
移
行
園
は
交
付
申
請

書
）
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
補
助
金
、
教

材
費
等
補
助
金
と
も
に
一
月
下
旬
に
御
提

出
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い
る

園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参
加
人

数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報
告
書

提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
諭
の
人
材
確
保
の
た
め
、
通

常
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
超
え
る
処
遇
改
善

を
実
施
し
た
私
学
助
成
園
に
対
し
助
成
を

行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診

断
の
実
施
・
耐
震
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
私
立
幼
稚
園
等
の
耐
震
化
率

は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現
在
で

八
十
五
・
三
％
で
す
が
、
全
国
平
均

八
十
八
・
四
％
と
比
べ
、
依
然
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続

き
、
国
庫
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
る
耐
震

化
を
促
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
耐
震
化
（
建
替
・
補
強
等
）
を
予
定

す
る
場
合
は
、
市
町
の
担
当
課
も
含
め
て

早
め
に
御
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
係
る
実
施

記
録
に
つ
い
て

一
月
始
業
日
現
在
の
園
児
数
調
べ

の
実
施
に
つ
い
て

運
営
費
補
助
金
に
お
け
る
処
遇
改

善
加
算
の
実
施
に
つ
い
て

園
舎
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補

助
金
に
係
る
変
更
交
付
申
請
書
の

提
出
に
つ
い
て


